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みちのりグループにおけるDX/GXの取組

2024年7月25日

株式会社みちのりホールディングス

公共交通経営者 円卓会議2024

話題提供
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みちのりグループ
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みちのりグループ

5,430人

日本共創プラットフォーム
（JPiX）

みちのり
ホールディングス

計

従業員

バス

その他

2,427台

岩手県北バス
グループ

435台

859人

カーシェア
11台

・岩手県北自動車

・東日本交通

・みちのりトラベル東北

・みちのりホテルズ

・宮古エコカー

  シェアリング

福島交通
グループ

523台

880人

鉄道
6編成14両

トラック
4台

・福島交通

・福交整備

・福島交通観光

・フクコーアド

・福交保険

サービス

会津バス
グループ

200台

403人

タクシー
68台

・会津乗合自動車

・会津トラベル

  サービス

・ATS保険サービス

・あいづスタッフ

関東自動車
グループ

572台

920人

・関東自動車

・関東自動車整備

・関東ツアー

  サービス

・やしお観光バス

・那須交通

茨城交通
グループ

687台

1,315人

タクシー/ハイヤー
94台

レンタカー208台

・茨城交通

・運行マネジメント

サービス

・なの花交通バス

・ひたちなか海浜

鉄道（49%出資）

湘南
モノレール

102人

モノレール
7編成21両

みちのり
トラベル
ジャパン

4人

100%出資

27人

佐渡汽船
グループ

・佐渡汽船

・佐渡汽船運輸

・万代島ビルテクノ

・両津南埠頭ビル

・佐渡西三川ゴールド

パーク

・小木観光

・佐渡歴史伝説館

・SADO二ツ亀ビュー

ホテル

840人

カーフェリー3隻
ジェットフォイル3隻

貨物船1隻
トラック224台
レンタカー62台

100%出資

86% 出資

Saigon.PT

49% 出資

約80人

10台

バギー70台
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技術（テクノロジー）で何を達成するのか？

- 2 -

新しい技術
の活用

新しい体験・
価値の創出

作業効率の
改善

MaaS、キャッシュレス、バスロケ…遠隔点呼、交番自動作成、ペーパレス…
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世界的にも日本の公共交通は高いレベルで評価されている
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76

65

香港
チューリッヒ
シンガポール
コペンハーゲン
ストックホルム
ヘルシンキ

パリ
オスロ
ベルリン

東京
アムステルダム

ロンドン
ソウル
シドニー
シカゴ

ミュンヘン
ニューヨーク

サンフランシスコ
ワルシャワ

マニラ
モンテレー
ジェッダ
ナイロビ
リヤド

マナーマ

52

[引用] Urban Mobility Readiness Index 2023 (Oliver Wyman Forum)

• 運行の自動化

• 公共交通機関の多様性

• 公共交通機関までの徒歩距離

• マルチモーダルアプリの成熟度

• 公共交通機関の経済性

• 公共交通機関の運行時間

• 公共交通機関の駅の密度

• 公共交通機関の利用

• 鉄道網

• 公共交通機関の利用時間の割合

• マルチモーダルネットワークの強み

• 公共交通機関の通勤速度

• 到着予定時刻

【13の評価項目】

世界の65都市の評価
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高いサービスクオリティを支える現場の工夫
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高いクオリティを維持する半面、低下する労働生産性
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【出典】https://www.jpc-net.jp/research/assets/pdf/10bad8fb307149202fee4c4be50b5f9d_1.pdf のデータを再加工

543
329

278
232

144
143

132
121
120
111
108
106
101
100
90
87
83

55
27

オランダ

ルクセンブルグ

ポルトガル

アメリカ

デンマーク

フランス

フィンランド

ドイツ

スウェーデン

スペイン

オーストリア

イギリス

ギリシャ

日本
イタリア

スロベニア

チェコ

アイルランド

リトアニア

Ø 153

361
269

229
226

124
113
111

100
99

91
88
88
86
81
80

48
46
41

12

オランダ

ルクセンブルグ

アメリカ

ポルトガル

デンマーク

フィンランド

フランス

日本
スペイン

イギリス

ドイツ

スウェーデン

チェコ

オーストリア

イタリア

ギリシャ

スロベニア

アイルランド

リトアニア

Ø 121

1997年 2017年

運輸・郵便部門の労働生産性の各国比較
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利便性を改善するためには業務改善が表裏一体で必要（MaaSで見えてきた課題）
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MaaSの取組

•商品造成

✓情報収集・周遊券のエリア設計・設定、運行デー

タの作成（複数社のデータの名寄せ）、アナログ

の紙ベースでの各種申請手続き

•売上管理・精算業務

✓販売チケットの周知、既存業務システムと断絶、

人手での払戻手続き

•顧客対応

✓運休・販売休止の連絡・連携、電話・窓口問合

せ対応、チケットの目視確認

•販売プロモーション

✓オフラインプロモ、WEBコンテンツ作成

…

裏側を支える人力作業

自動運転

• マルチモーダルの検索・共通チケット

• オンラインチケット

• DRTサービス（通勤デマンドサービスなど）

• …
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単なるデジタル化ではなく、根本的なX(トランスフォーメーション）こそが必要

- 7 -

ダイヤ編成支援

運賃箱

バスロケ

遠隔点呼

ICカード付
運賃箱

リプレイス

MaaS
業務プロセスの見直し

＋

アーキテクチャの設計

↓

利便性／生産性の向上
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話題提供①バスにおけるカーボンニュートラルの達成の必要性
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18.6%

運輸部門

9,458
(45.9%)

10,743

399
(1.9%)

自家用自動車

バス

20,600

MaaS

EV化

間接的効果

直接的効果

※みちのりグループ全体の排出量は年間約6.5万CO2-t （バス業界全体の1.6%)

CO2排出量

（単位:トン）
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話題提供①導入のハードルになる経済性の課題
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ディーゼルバス 電気バス
+現行補助制度

ランニングコスト

車両費

+106%

大型バスの20年間における総コストの比較

車体価格の上昇 ↑↑
（蓄電池価格が高い）

車両寿命の短命化 ↑↑
（８～10年）

充電器・受電設備価格 ↑
（設備コストの負担が発生）

整備コスト ↓
（整備の簡素化）

燃料代 ↑↓
（契約電力料金 ↑、従量電力料金 ↓）
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話題提供①電気バスに合わせた運行の転換でコスト最適化ができるが、複雑な問題

- 10 -

「いつ、どれだけ充電するのが良いのか？」

●時～●時
（○○分間）

エネルギーの最適管理＝単純な問題

問題を複雑にする要因

時々刻々変わる運行状況

多岐に渡る組み合わせ

？

天候・気温渋滞・遅延乗車率・混雑

価格の変動設備故障

多様なスペック 設備の配置設計

機器の組み合わせ 機器設定
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話題提供①GXの取組(電気バスの最適運用を前提にしたバスEMSの開発と実装）
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特設サイト
https://bus-ems.com/
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話題提供②自動運転技術の“本気の”実装
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省力化・少人化 サービス拡張の柔軟性

利用者利便の向上／サービスの横展開性の高さ
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話題提供② ひたちBRTにおける現状と目標
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茨城県
日立市

一般道路：1.3km

専用道路：6.0km

一般道路：0.7km

全長約8.0kmの路線、一日約150便が運行

一般道路

専用道路

回送区間

営業所

バス専用道を持った走行環境

18～22年度実証

24年度目標：レベル4車両の定常運行

25年度目標：乗務員が乗車しないレベル4運行の実現

23年度目標：専用道内レベル4の運行許認可取得

運用するバスサイズの大型化

路側センサーと連携した走行実証

• 3回にわたる走行実証
• 4か月間の長期実証
• 緑ナンバーでの有償運行
• レベル２で運行
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話題提供②自動運転技術の事業化までのみちのり
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Goal
自動運転技術
の事業化

現在地（2024年度）
レベル4での走行技術の実現

2018年

2025年商用実装

走行環境の拡大

事業性の成立する
ビジネスモデルの確立

遠隔監視型での運用実現

安定的な運用の実現

2028年?
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話題提供②既存事業の枠を超えたデジタルインフラとの連携が実現に向けたカギ
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【出典】https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/digital_architecture/lifeline_portal/index.html
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